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「おもしろそう」

「もっと知りたい」という

自分の好奇心によりそって

ともに歩んでいきましょう

お気軽にお立ち寄りください！
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丹
波
市
市
民
プ
ラ
ザ
で
６
月
21
日
、
今

年
度
の
「
た
ん
ば
市
民
カ
レ
ッ
ジ
」
が
開

講
し
ま
し
た
。
第
１
回
目
は
、
「
甲
子
園
を

作
っ
た
丹
波
市
生
ま
れ
の
三
崎
省
三
」
と

題
し
、
N
H
K
テ
レ
ビ
の
「
歴
史
探
偵
」

に
も
出
演
さ
れ
て
い
る
丸
山
健
夫
武
庫
川

女
子
大
学
名
誉
教
授
に
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

丹
波
市
出
身
に
こ
の
よ
う
な
方
が
お
ら
れ
、

あ
の
甲
子
園
球
場
を
設
計
し
、
約
4
か
月
で

完
成
に
導
き
、
日
本
の
球
史
や
甲
子
園
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
足
跡
を
残
さ
れ
て

い
た
と
い
う
学
び
と
、
丸
山
先
生
に
よ
る

三
崎
省
三
研
究
の
成
果
を
お
聞
き
し
、
と

て
も
快
活
な
話
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な

雰
囲
気
で
、
会
場
が
一
体
と
な
る
楽
し
い

学
び
の
ひ
と
時
に
な
り
ま
し
た
。

　

7
月
26
日
、
第
2
回
た
ん
ば
市
民
カ
レ
ッ

ジ
「
戦
争
体
験
を
語
る
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

丹
波
市
内
在
住
の
宮
永
ア
サ
子
さ
ん
と
、

片
山
幸
子
さ
ん
を
語
り
手
と
し
て
迎
え
、

西
尾
征
樹
市
民
プ
ラ
ザ
統
括
が
聞
き
手
と

な
り
、
お
二
人
の
話
を
聞
き
な
が
ら
進
め

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
時
々
深
く

う
な
ず
き
な
が
ら
話
に
聞
き
入
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

二
人
と
も
、
小
学
校
低
学
年
の
こ
ろ
の

体
験
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
宮
永
さ
ん
は
、「
当

時
暮
ら
し
て
い
た
大
阪
を
離
れ
、
ひ
と
り

で
疎
開
す
る
た
め
、
家
族
と
大
阪
駅
で
別

れ
る
の
が
つ
ら
か
っ
た
」
「
疎
開
先
の
滋
賀

で
飛
行
機
か
ら
の
機
銃
掃
射
を
受
け
、
竹

藪
の
中
に
逃
げ
込
ん
だ
」
と
振
り
返
ら
れ

ま
し
た
。
片
山
さ
ん
は
「
市
島
駅
で
出
征

兵
士
を
見
送
り
無
事
に
帰
っ
て
来
て
ほ
し

い
と
、
子
ど
も
な
が
ら
に
思
っ
て
い
た
が
、

遺
骨
と
な
っ
て
迎
え
た
時
は
本
当
に
悲
し

か
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
「
お
米
の
代
わ
り
に
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
つ
ぶ
し
て
食
べ
た
こ
と
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
ツ
ル
を
炊
い
て
食
べ
た
」
と
か
、

「
木
の
実
や
タ
ニ
シ
を
取
り
に
行
っ
た
こ
と

が
楽
し
い
思
い
出
」
と
い
っ
た
戦
時
下
の

厳
し
い
食
糧
事
情
を
語
ら
れ
た
り
、
「
弟
や

妹
を
背
負
っ
て
子
守
を
し
な
が
ら
遊
ん
だ
」

な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
会
場
か
ら
の
質
問
や
自
ら
の

戦
争
体
験
を
語
ら
れ
る
人
も
あ
り
、
と
て

も
中
身
の
濃
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
最

後
に
「
戦
争
は
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

国
民
が
一
番
の
犠
牲
者
」
と
二
人
が
発
せ

ら
れ
た
「
言
葉
」
の
重
さ
が
と
て
も
深
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

甲
子
園
と

三
崎
省
三
の
功
績

第１回

せ

ぞ
う

き
び
し

戦
時
下
の
生
活
語
る

第２回

腹
話
術
の
魅
力

会
場
に

第３回

た
ん
ば
市
民
カ
レ
ッ
ジ

令和８年度

２

甲子園球場を作った三崎省三の話に
引き込まれる参加者

きびしい戦時下の生活についての
体験が伝わった講座

腹話術で楽しい雰囲気につつまれた会場

　

8
月
2
日
、
第
3
回
た
ん
ば
市
民
カ
レ
ッ

ジ
「
笑
っ
て
人
生
長
生
き
に
腹
話
術
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
腹
話
術
を
始

め
て
50
年
に
な
る
平
山
和
志
さ
ん
（
青
垣

町
）
で
す
。

　

平
山
さ
ん
は
、
最
初
の
発
声
練
習
の
後
、

「
く
ち
び
る
を
動
か
さ
な
い
で
、
裏
声
を
出

し
ま
し
ょ
う
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
、

皆
さ
ん
思
い
思
い
の
裏
声
が
会
場
に
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。
「
裏
声
言
葉
（
人
形
の
高

い
声
）
と
人
の
声
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

会
話
に
な
る
。
自
分
の
声
と
裏
声
で
人
形

と
の
や
り
と
り
を
す
る
の
が
腹
話
術
」
と

紹
介
。

　

続
い
て
、
人
形
の
大
五
郎
ち
ゃ
ん
が
登

場
す
る
と
、
会
場
は
拍
手
喝
采
。
平
山
さ

ん
と
人
形
と
の
絶
妙
な
掛
け
合
い
や
、
平

山
さ
ん
の
助
手
で
綾
部
市
の
活
動
グ
ル
ー

プ
の
中
山
春
美
さ
ん
も
登
場
さ
れ
会
場
に

笑
い
が
巻
き
起
こ
り
、
皆
さ
ん
腹
話
術
の

魅
力
に
は
ま
っ
た
様
子
。
最
後
に
水
戸
黄

門
の
テ
ー
マ
曲
に
合
わ
せ
て
、
替
え
歌
を

大
五
郎
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
歌
っ
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

き
じ
ゅ
う
そ
う
し
ゃ



たんば市民カレッジ

３

参加者の年齢

市民カレッジを何で・どこで知りましたか？

市役所13名市役所13名 新聞折込11名新聞折込11名 チラシ６名チラシ６名

住民センター１名住民センター１名 広報１名広報１名

知人５名知人５名

市民プラザ２名市民プラザ２名
自治会
１名
自治会
１名

LINE１名LINE１名

市民カレッジアンケート結果（第１～３回） アンケートにご協力
いただいた方の数値です（　　  　　　　　）

感　想
【第１回】
・とてもいい講座の企画をありがとうございました
・先生の熱量が伝わってきた
・他の人にも伝えたい
・丹波市民として丹波の人を知るとても感動するお話でした
・参加者がもっと増えてほしい
・見分を広めるべくカレッジの内容に興味があった

・もっと丹波市ゆかりの偉人の事を知りたい
・甲子園に興味がわいた
・地元の偉人だったので興味深く聴けた
・座学以外の講座も検討してほしい
・シニアカレッジと違って男性が多い

【第２回】
・貴重な話を聞かせていただいて良い勉強になります
・色々な取り組みの内容で興味深い
・今までと違って当事者の話が聞けた

・家にいる機会が多く、何でも興味があるので飛びついた
・今年は新しい講座で楽しいです

【第３回】
・腹話術での発声の仕方が良くわかった
・声を出す勇気が必要
・人形が可愛かった
・笑いあり、楽しかった
・最初ドキドキしたが、徐々に笑いも出て楽しかった

・口を動かさず話してみたい
・テーマと講演内容が違っていたのが残念
・何にでも好奇心を持って過ごしていきたい
・毎回テーマが変わって面白い
・人と人との会話に役立つテーマだった

今後取り上げてほしいテーマについて
・丹波市各町の歴史
・丹波市の河川について
・長寿

・丹波史
・地元の話、簡単なスポーツ紹介
・現地見学会

・丹波の未来
・今後も丹波出身の人の事を知りたい
・丹波人物伝に掲載の方を題材

自由記述
・三崎省三の名は顕彰されるべき
・高齢になったが出来るだけ参加したい
・今後は、少しずつパソコンなども勉強したい
・三崎氏は、もっと語り継がなければいけない偉人だと思った
・戦争体験者の話をもっと聞きたい

・楽しい講演だった
・高齢者のサロン的な居場所作り
・毎年続けてほしい
・メモをとる机が欲しい
・興味のある講座を選べるのが良い

50代 ２％

60代 14％60代 14％ 70代 61％70代 61％ 80代 23％80代 23％



こ
の
道
に
入
っ
て
27
年
に
な
り
ま
す
。
竹
釘
の

国
選
定
保
存
技
術
保
持
者
の
祖
父
、
芳
春
（
故
人
）

が
体
調
を
崩
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
に
一
軒
に

な
っ
た
竹
釘
づ
く
り
の
技
術
が
途
絶
え
る
と
感
じ
、

優
れ
た
技
術
を
祖
父
か
ら
直
接
教
わ
ろ
う
と
後
を
継

ぐ
決
心
を
固
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
足
を
踏
み
入
れ
て
み
る
と
、
刃
物

の
研
ぎ
方
一
つ
を
と
っ
て
も
難
し
く
、
竹
釘
を
作
る

際
の
力
加
減
な
ど
、
様
々
な
作
業
の
感
覚
を
身
に
つ

け
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
近
年
に
な
っ
て

よ
う
や
く
、
自
分
の
思
い
通
り
の
竹
釘
を
つ
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

竹
釘
の
材
料
と
な
る
竹
は
孟
宗
竹
で
す
。
近
年
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
で
竹
林
が
な
く
な
っ
た
り

環
境
整
備
に
よ
る
伐
採
な
ど
で
、
竹
釘
の
材
料
と
し

て
使
用
す
る
良
質
で
太
い
孟
宗
竹
を
確
保
す
る
の
に

苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
使
わ
れ
る
金
釘
は
錆
び
や
す
く
、
耐
用
年

数
が
短
か
い
の
に
対
し
、
竹
釘
は
焙
煎
す
る
こ
と
に

よ
り
次
の
葺
き
替
え
の
約
40
年
先
ま
で
十
分
に
保
た

れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

宮
大
工
が
文
化
財
の
修
復
を
す
る
時
に
も
、
金
釘

だ
と
修
理
す
る
部
分
を
全
部
取
り
除
い
て
か
ら
で
な

い
と
鉋
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
竹
釘
は
そ
の
ま
ま

鉋
が
け
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
20
年
に
竹
釘
を
納
め
た
寺
社
は
、
京
都
御
所
、

出
雲
大
社
、
上
賀
茂
神
社
、
下
鴨
神
社
、
厳
島
神
社
、

首
里
城
、
清
水
寺
、
善
光
寺
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
丹
波

市
内
で
は
、
高
座
神
社
（
山
南
）、
柏
原
八
幡
宮
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
回
廊
、
妙
心

寺
大
庫
裏
、
室
生
寺
金
堂
・
五
重
塔
な
ど
の
依
頼
が
来

て
い
ま
す
。

　

国
宝
・
重
要
文
化
財
の
屋
根
以
外
に
仏
像
の
修
繕
や

茶
室
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

旅
先
や
テ
レ
ビ
で
日
本
の
古
来
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
有
名
な
建
造
物
（
重
要
文
化
財
な
ど
）
を
見
る
度

に
自
分
の
仕
事
の
大
切
さ
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
の
技
術
の
後
継
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

今
の
休
み
の
楽
し
み
は
、
ゴ
ル
フ
や
、
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。

４

竹
釘
づ
く
り
の

         

技
を
受
け
継
ぐ

か
ん
な

高座神社（山南町）の檜皮葺の屋根

約40年間檜皮葺を支えた竹釘（実物）

さ

た
か
く
ら

丹
波
市
に
は
様
々
な
伝
統
技
術
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

国
宝
・
重
要
文
化
財
の
建
造
物
な
ど
に
使
わ
れ
る
竹
釘
づ

く
り
の
技
術
を
伝
承
し
て
い
る
、
国
選
定
保
存
技
術
保
持
者

で
あ
る
石
塚
商
店
の
石
塚
直
幸
さ
ん（
53
）＝
丹
波
市
山
南

町
梶
＝
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

石
塚
直
幸
さ
ん（
山
南
町
）



り、これからを見据えた地域づくり計画策定の必要性

を説く内容でした。

　この後、２グループに分かれて、地域におけるまち

づくりの合意形成の方法などについて意見交換しまし

た。次世代を見据えた計画づくり、地域の皆さんの意

見を集約するためのアンケートなどの取り組みが発表

されました。推進員からは「若い人の意見をどのよう

に反映させたら

いいのか」「年

配者の多い地域

の会議に、若い

人がどうしたら

来てくれるの

か」など共通の

悩みや課題につ

いて声が上がる

など充実した会

になりました。

本年度第１回の「地域コミュニティ活動推進員連絡

会議」が７月24日、市民プラザで開かれました。市内の

自治協議会、自治振興会で活動する地域コミュニティ活

動推進員が一堂に会し、研修や交流を深めました。

　市民活動課からは、「地域づくり交付金」や「地域

コミュニティ活動推進員連絡会議」の位置づけについ

ての説明がありました。続いて、市民活動支援セン

ターから「地域づくり計画の20年」と題して話をさせ

ていただきました。市の人口が減少する一方で、子育

て世代や高齢者世帯にとって、生活の場としての「地

域」の役割は重要になっており、地域のみんなで一緒

に今後の将来像を考えていくことは大切なことであ

自治協議会紹介コーナー自治協議会紹介コーナー 沼貫地区自治振興会沼貫地区自治振興会

沼
貫
地
区
自
治
振
興
会
で
は
、

今
後
の
10
年
間
を
見
通
し
た
地
域

づ
く
り
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
３
月
13
日
に
第
１
回

の
地
域
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
会

を
沼
貫
交
流
館
で
開
催
し
、
地
域

づ
く
り
計
画
の
目
的
と
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
ま
し
た
。
４
月

24
日
に
開
催
し
た
第
２
回
（
令
和

８
年
度
第
１
回
）
の
策
定
委
員
会

で
は
、
丹
波
市
市
民
活
動
課
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
沼
貫
地
区

の
人
口
や
高
齢
化
率
の
現
状
と
将

来
予
測
な
ど
の
デ
ー
タ
が
示
さ

れ
、
地
域
づ
く
り
交
付
金
制
度
に

つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
６
月
19
日
の
３
回

目
の
委
員
会
に
お
い
て
は
、
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
「
多

く
の
人
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

計
画
づ
く
り
を
」
と
の
示
唆
を
受

け
ま
し
た
。
さ
ら
に
８
月
７
日
に

は
役
員
に
よ
る
コ
ア
会
議
、
28
日

に
は
４
回
目
の
策
定
委
員
会
を
開

き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

沼
貫
地
区
は
丹
波
市
氷
上
町
の

南
西
部
に
あ
た
り
、
加
古
川
に

沿
っ
た
豊
か
な
田
園
風
景
を
も
つ

環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
昔
、

氷
上
町
か
ら
青
垣
町
に
か
け
て
は

沼
地
で
あ
り
、そ
の
水
を
抜
く
（
貫

く
）
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
地
名

の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和

48
年
（
１
９
７
３
）
に
始
ま
っ
た

「
ぬ
ぬ
ぎ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
は
、

夜
空
に
は
じ
け
る
花
火
を
メ
イ
ン

に
多
く
の
来
場
者
を
集
め
る
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
つ
な
が
ろ
う
ぬ

ぬ
ぎ
会
議
（
支
え
あ
い
推
進
会

議
）」
は
、
社
会
的
孤
立
を
防
ぎ
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
め
ざ

し
て
、
話
し
合
い
や
実
践
を
何
年

も
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

地
域
資
源
や
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
地
区
住
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
を
実
現
で
き
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
沼
貫
を
次
世
代
に

５

地域づくりの課題などについて意見交
換する地域コミュニティ活動推進員

イベントで盛り上がる「ぬぬぎふるさとまつり」

自治振興会の拠点となっている沼貫交流館

課題出し合い意見交換

「若い人が来てくれる場に」「若い人が来てくれる場に」
地域コミュニティ活動推進員連絡会議

　

人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地

域
の
稀
薄
化
、
防
災
対
策
な
ど
多
く

の
課
題
が
山
積
す
る
な
か
、
安
心
安

全
で
活
き
活
き
と
し
た
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
住
民
の
意

識
の
向
上
と
積
極
的
な
参
加
が
望
ま

れ
ま
す
。

地
域
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
於
い

て
、
自
然
と
文
化
・
歴
史
の
調
和
と
伝

承
を
図
り
沼
貫
の
良
さ
を
再
認
識
し
ま

す
。
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、「
自
治

意
識
」
の
更
な
る
高
揚
を
図
り
、「
支

え
合
い
・
助
け
合
う
」
と
言
う
思
い
を

皆
さ
ん
と
共
有
し
な
が
ら
人
と
ひ
と
が

穏
や
か
に
繋
が
り
、
地
域
が
目
指
す
将

来
像
を
描
き
ま
す
。
主
体
的
な
活
動
方

針
の
も
と
、
ふ
る
さ
と
沼
貫
を
次
世

代
に
つ
な
ぐ
特
色
の
あ
る
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
高
齢
者
ま
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽

し
く
賑
や
か
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

打
田
哲
夫
会
長
の
話

※

※
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
＝
身
体
的
・
精
神
的
・

　

社
会
的
に
良
い
状
態
に
あ
る
こ
と



３
歳
以
上
の
こ
ど
も
も
使
え
る

キ
ッ
ズ
オ
イ
ル
３
種
類

落ち着く香り

幸せな気分になる香り

　元気がでる香り

柑橘類がはいっているのでとってもさわやかな香りです

　私たちは、ソーシャルアロマセラピストⓇを取得

した会員25人が、丹波市と丹波篠山市を中心にこど

もから高齢者まで幅広い年齢層の方々に香りとタッ

チングを用いたアロマセラピーに関する事業を展開

しています。また、障がいがある人の社会参加と自

立を目指した事業も進めています。

　この設立のきっかけは、2008年、丹波篠山市教育

委員会主催の「こどもの心に働きかけるアロマセラ

ピー」の研修会でした。植物の香りのすばらしさや

タッチングの効果について研修を深めつつ、学校ア

ロマ研究会を発足し、2023年に特定非営利活動法人

タッチングアロマ笑香の設立に至ります。

　今回は、特定非営利活動法人（NPO法人）

タッチングアロマ笑香 ( えみか ) の理事長

吉竹節子さんに紹介していただきました。

心と体整える
ほっこり体験会も

　ハンド・肩首周り・フットのアロマトリートメン

トを提供し、トリートメントが苦手な方には、香り

(植物の精油)やハーブを利用したワークショップも

開催しています。丹波市市民プラザでは、１～２か

月に１回、「みんなの楽校」(旧和田中学校)では、

１か月に１回のペースで「アロマでほっこり体験

会」を開催していますので、暮らしの中で上手に取

り入れていただき、心とからだを整えにお越しくだ

さい。体験された方からは「優しい香りのオイルで

触れてもらうのは、心がほぐれてからだが楽になり

ます」と嬉しい声を聞いています。SNSでも発信し

ていますのでどうぞご覧ください。

　丹波市市民プラザでは、
様々な団体や個人が登録し
活動を展開されています。

　

関
西
大
学

(

大
阪
府
吹
田
市

)

の
環
境
都
市
工

学
部
の
井
ノ
口
弘
昭
教
授
の
「
地
域
再
生
」
ゼ
ミ

生
ら
13
人
が
８
月
20
日
、
丹
波
市
内
の
柏
原
、
氷

上
地
域
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

「
丹
波
の
む
か
し
ば
な
し
」
の
ゆ
か
り
の
地
に
足
を

運
び
、
物
語
の
背
景
や
昔
の
人
々
の
思
い
に
触
れ

よ
う
と
数
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

柏
原
で
は
、「
法
蓮
寺
ぎ
つ
ね
」（
下
小
倉
）「
本

光
さ
ん
」（
同
）「
田
路
の
み
ず
か
え
う
た
」（
田
路
）

「
い
ぼ
と
り
ふ
ど
う
さ
ん
」（
挙
田
）
を
、
丹
波
柏

原
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
の
２
人
が
説
明
。
氷

上
で
は
「
大
阪
の
か
え
る
と
丹
後
の
か
え
る
」（
石

生
）「
本
郷
川
の
尻
引
マ
ン
ト
」（
本
郷
）「
西
中
の

箱
森
神
社
」（
西
中
）
を
訪
ね
、
丹
波
市
え
え
と
こ

ガ
イ
ド
の
２
人
が
ガ
イ
ド
し
ま
し
た
。

　

「
本
光
さ
ん
」
の
話
は
石
門
寺
と
い
う
尼
寺
で
、

明
治
時
代
に
住
職
を
し
て
い
た
「
学
道
本
光
尼
」

に
ま
つ
わ
る
話
。
ガ
イ
ド
の
竹
内

脩
さ
ん
は
「
日

照
り
が
続
い
た
と
き
に
、
本
光
尼
が
村
人
と
と

も
に
祈
祷
し
た
と
こ
ろ
雨
が
降
り
、
み
ん
な
で

喜
ん
だ
と
伝
わ
る
。
以
来
、
雨
ご
い
の
風
習
が

続
い
て
お
り
、
地
域
の
人
は
親
し
み
を
込
め
て

本
光
さ
ん
と
呼
ん
で
い
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

「
か
え
る
」
の
出
合
い
の
舞
台
に
な
っ
た
日
本
海

と
瀬
戸
内
海
に
水
が
分
か
れ
る
「
水
分
れ
」
で
は
、

学
生
た
ち
は
、
本
州
一
低
い
中
央
分
水
界
の
珍

し
い
地
形
に
興
味

を
深
め
た
様
子
で
し

た
。
フ

ィ

ー

ル

ド

ワ
ー
ク
を
世
話
し
た

関
西
大
学
佐
治
ス
タ

ジ
オ
の
植
地

惇
さ

ん
は
「
学
生
が
地
域

に
残
る
物
語
や
歴
史

に
つ
い
て
少
し
で
も

関
心
を
深
め
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

６

NPO法人
タッチングアロマ
笑 香（えみか）

「昔ばなし」の 舞 台 訪 問 関大ゼミ生 先人の思いに触れる

石門寺で観光ガイドから本光さんにつ
いて話を聞く学生ら＝柏原町下小倉で

ま
こ
と

かん  きつ

Instagram

がっこう

き

と
う

ほ
ん

こ
う

に



７

知ってるようで知らない
丹波市のいいところを
訪ねてみました

青垣町

市島町

氷上町

山南町

柏原町

春日町

Q1

Q2

毎年話題の夏のイベント。
　　 今年も８月に開催されました

駅
前
か
ら
城
下
を
見
守
っ
て
い
ま
す

答えは他の
ページの
どこかにあるよ
探してみてね !

ここはここはここは
どこでしょう？どこでしょう？どこでしょう？

丹波市内の地区名を
　　　 お答えください
丹波市内の地区名を
　　　 お答えください



小　島　省　斎丹波新聞は下記の店舗で
最新号を販売しております。

丹

波

市

● ファミリーマート柏原下小倉店
● ひかみ四季菜館（犬岡）
● 道の駅 丹波おばあちゃんの里
● セブンイレブン丹波市辺南店

丹
波
篠
山
市

● ファミリーマート篠山丹南店
● 岡本病院内 売店
● セブンイレブン篠山黒岡店

丹波新聞 ご購読は　
コチラから⇒

　丹波が育んできたひとや丹波の持つ風土、そこで活動する団体などからテーマを挙げて、幅広い世代の方に向
けた講座を開催いたします。多くの人が集い、学び、交わることで生涯学習のきっかけにしていただければ幸い
です。期間中は随時お申込み受付いたします。尚、第６回以降の講座受講者を募集しております。

回数 講師名テーマ日程

第６回 10月11日㈰ 大阪教育大学講師（元教授）　岡田耕治さん人にやさしい俳句

第８回 国立大学附属中学校教員　古澤拓実さん12月６日㈰ 今更聞けないスマホの基本活用術

第９回 丹有法律事務所 弁護士　馬場民生さん１月24日㈰ 遺産相続を考えましょう

パネリスト ： 山内順子さん、 梅谷浩子さん、 丸山健夫さん
コーディネーター ： 萩原雅也（市民プラザ館長）

２月28日㈰第10回 丹波びとの魅力　人から、モノから
― パネルディスカッション ―

第７回 「ほ～げんたんば」（代表：野村文男さん）の皆様11月８日㈰ みんなで聞く丹波の民話

※各回13：30～15：30 （予定）

お問い合わせ：丹波市 市民プラザ　丹波市氷上町本郷300 丹波ゆめタウン2F
TEL.0795-82-8682   FAX.0795-82-8692／月曜定休・年末年始休み

2026（令和8）年度

たんば市民カレッジたんば市民カレッジたんば市民カレッジ受講者募集受講者募集受講者募集
【主催：市民プラザ・市民活動支援センター】

定　　員：各講座100名（１回のみの参加も可能） ※定員に達しましたらお断りする場合がございます。
会　　場：市民プラザ（市民活動支援センター）、丹波市内住民センターほか
　　　　　※受講者数により場所が変更となる場合がございます。
受 講 料：500 円／回（高校生以下は無料）
申し込み：市民プラザ（10：00 ～ 17：30）までお問い合わせ下さい。

※ 第１回～第５回までの講座は終了いたしました。

７ページ「ここはどこでしょう？」の答え…【Q１】市島町鴨庄地区　【Q２】春日町黒井地区

8

シ
ビ
ル
た
ん
ば
２

号
を
お
届
け
し
ま

す
。
や
っ
と
秋
ら

し
く
な
り
ま
し

た
。
実
り
ま
す
丹

波
を
彩
る
季
節
か

な
。
大
い
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

（M・U）

第
２
号
の
発
行
を

終
え
て

「ホ
ッ
」
と

し
て
い
ま
す
。
最
後

ま
で
読
ん
で
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（K・K）

皆
さ
ま
に
、
丹
波

市
の
良
さ
を
伝
え

る
為
、
日
々
情
報

を
キ
ャ
ッ
チ
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（M・F）

丹
波
市
の
様
々
な

こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
、
何
よ

り
私
自
身
の
学
習

に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（M・H）
広　告

私
は
皆
様
か
ら
良

い
刺
激
を
頂
い
て

い
ま
す
。
今
後
も

何
で
も
語
り
合
え

る
関
係
性
を
築
き

た
い
で
す
。

（M・N）

つ
ぶ
や
き

編
集
員
の

開催予定日：2026年12月26日（土）
開催内容及び参加者募集の詳細につきましては、
ホームページ等で随時お知らせいたします。場所：丹波市市民プラザフリースペースと会議室の一部（予定）

　丹波市市民プラザ交流会（仮）のお知らせ


